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近視の進行をコントロールする

近視の罹患率は東南アジアを中心に急激に増大
しており，一部の地域では既に 80％以上にまで
達している。この流れはヨーロッパやアメリカに
おいても同様で，50 年前には 20％程度であった
近視の罹患率が 40％程度まで増大している。患
者数の絶対的な増大に加えて近視は“失明や視覚
障害の大きな要因となる”ということが近年明ら
かになり，WHOでも警告を発している。日本で
も中途失明・視覚障害の第 5位，中国では既に第
2位となっており，早急な対策が必要である。そ
こで今回“近視の進行をコントロールする”とい
うタイトルで特集を組んだ。
近視の発症を抑え，進行を抑制することは従来
困難と考えられてきた。現代社会での急激な増大
の理由がわからなかったからである。しかしなが
ら疫学研究，臨床研究，基礎研究の進歩によって
近視増大のリスクファクターが徐々にわかってき
た。疾患は遺伝と環境の 2つの要因によって起こ
るとされるが，過去 60 年間の急激な近視増大に
遺伝子の変化が関わっているとは考えにくく，現
在では環境の変化が近視の増大をもたらしたとさ
れる。スマートフォンの普及や学業時間の増大に
よる近見作業の増大，教育レベルの向上，屋外環
境時間の減少などがその主なものである。また従
来近視は調節近視と軸性近視と 2つに分けて考え
ていたが，近視の本質は軸性近視にあり，学童に
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おける近視進行にも眼軸長の延長が関わってくる
ことがわかってきている。このような背景のもと
今回の特集は日本のトップの近視研究者に執筆を
依頼した。まずは東京医科歯科大学の横井多恵先
生と大野京子先生に“世界で増大する近視と強度
近視”について，国立障害者リハビリテーション
センターの世古裕子先生には“近視の進行メカニ
ズム”について執筆いただいた。この 2つを読む
だけで近視増大の流れとメカニズムについて理解
することができる。また近視進行抑制の手法とし
て期待されている眼鏡・コンタクトレンズ，オル
ソケラトロジー，調節麻痺薬についてそれぞれ伊
丹中央眼科の二宮さゆり先生，筑波大学の平岡孝
浩先生，川崎医科大学の長谷部 聡先生に現在の
状況と将来の可能性について執筆いただいた。こ
れら 3種類の介入方法はこれからさらにサイエン
スに基づいて検証されていくものと思われる。
最後に慶應義塾大学の鳥居秀成先生が“屋外環
境とのかかわり”について執筆した。屋外で過ご
す時間が 1日 2時間以上であると近視の進行が抑
制されることは世界のコンセンサスになりつつあ
るが，そのメカニズムは不明であった。最近，慶
應大学のチームは屋外環境に含まれる“バイオ
レットライト（紫の光）”が近視抑制に関係するこ
とを発見し，その臨床応用のための研究を開始し
ている。近視のコントロールはこれからさらに重
要度を増すと思われ，さらなるエビデンスの積み
重ねが期待される。
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